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1994年4月6日 の ザ ・ニ ュー ヨ ー カ ー紙 は 「街 の噂 」 の コ ラム の 中 で,ミ ヲ
(1)
一の 今 回 の作 品 に つ い て語 って い る
。 こ れ に よ る と,ミ ラー は 『壊 れ た ガ ラ
ス 』 の ヒ ロイ ンを演 じたエ イ ミー ・ア ー ヴ ィ ングの こ とを,「9000万 ドル を手
に 入 れ る と顔 に は皺 一 つ 無 くな る」 と言 った。hエイ ミーは1989年 に ス テ ィー ヴ
ン ・ス ピル バ ー グ と離 婚 し,こ の 「帝 王 」 の多 額 の 慰 謝 料 を受 け取 った ので あ
る。 そ し て ミラ ー は,劇 中 心 因性 麻 痺 を病 む ヒ ロイ ンを演 ず る に は エ イ ミー ・
ア ー ヴ ィ ング は余 りに 若kし く美 し く,鬘 や 入 念 な メイ クア ップ で こ の悩 め る
中年 女 性 を 作 り出 さね ば な らぬ こ とを 揶 揄 した の で あ った。 こん な ジ ョー クを
劇 作 家 に 言 わ せ るほ どの 余裕 は,ニ ューヘ イ ヴ ンの ロ ング ウ ォー フ劇 場 で 一挙
に5週 分 を 売 り切 った チ ケ ッ トの売 れ 行 きか ら来 て お り,そ の次 の 週 に は 公演
は ブ ロー ドウ ェ イに移 ったほ どの 人気 で あ った。 前 作 『最 後 の ヤ ンキ ー 』 の ア
メ リカ 国 内 で の不 人 気 に も関 わ らず,ア ー サ ー ・ミラ ー は現 存 す る ア メ リカ の
劇 作 家 の 中 で も最 も偉 大 とされ,こ の年 だ け で も イギ リス,フ ラ ンス,ス ウ ェ
ー デ ン,ギ リシ ャ,日 本 で そ の 作 品が 上 演 され る ほ どだ と言 われ た。 し か し,
劇 作 家 は常 に 批 評 家 の パ ンチ ン グバ ッグ で あ る。 同 じ4月22日 のザ ・ニ ュ ー ヨ
ーク'タ 俺 デはこの綿 を・整ってお らず 職 さに瀚 たアクシ・ンもな
い 劇 と評 した 。 が,酷 評 は無 視 に 勝 る。 ミラー の この作 品 へ の 集 中 の 強 さはそ
の か な りの長 さ と主 題 の選 択 か らも窺 い 知 る こ とが で き る よ うに 思わ れ る。
この劇 の登 場 人 物 は ユ ダ ヤ人 の 銀行 支 配 人 フ ィ リ ップ ・ジ ェルパ ー グ とそ の
妻 の シ ル ヴ ィア,彼 らの 家庭 医 であ るハ リー ・ハ イ マ ン とそ の 妻 マ ー ガ レ ッ ト,
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シル ヴ ィア の妹 ハ リエ ヅ ト,フ ィ リ ップ の上 司 ス タ ン トン ・ケ ース の6人 で,
さ ほ ど多 い とは言 え ない 。 時 は1938年11月 終 わ りの数 日間で あ り,場 所 は ブル
ック リンの 医師 ハ イ マ ンの診 察 室,ジ ェル バ ー グ家 の 居 間 と寝 室,ス タ ン トン ・
ケ ース の事 務 所 の三 か所 で あ る。 プ ロ ッ トもジ ェルバ ー グ夫 妻 の病 を め ぐる も
ので,こ う した点 か らは一 応 三 一 致 の法 則 を 満 た して い る よ うに 思 わ れ る。 し
か し問 題 が 見 え て くる ま で,こ れ らの人 物 が 三 箇 所 で 入 れ代 わ り立 ち替 わ り対
話 を 交 わ し,短 時 日の経 過 の の ち第 二 幕 で は 急 転 直 下 問 題 の核 心 に迫 る対 話 が
つ ぎつ ぎに 飛 び 出 して く る。 極 め て リアル な 日常 の 言 葉 の 中 に ア イ ロニ ー を ち
りば めた ア フ ォ リズ ム も続 出 して,構 成 の複 雑 さ と と もに 主 題 に 収斂 して ゆ く
まで の経過 に,ミ ラー の熟 達 した手 腕 の ほ どが 現 れ て い る よ うに 思 う。
整 理 のた め に筋 の進 行 と場 所 と登 場 人 物 マ ップを 図 示 して 見 た い 。
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る。フラッシュバ ックのあからさまな使用 こそないが,会 話のテンポ速いリア




前の場(二 幕一場)に す ぐ続きほとんど同じ場と考>x.られる二幕二場 と,自
分の失策のために冷たい態度をとる上司とジェルバーグがオフィスで対決する





パの暗雲が色濃 く窺える時代であった。アメリカの紀元元年 とさえ言 われ た
ニューディール政策の始まった1933年 は,ド イッではワイマール共和制の崩壊
後ナチスが決定的に権力を獲得した年である。翌34年 には社会主義的な第二革










ン医師は乗馬が,妻 マーガレットは園芸が趣味であること … やがて帰宅し
たハイマン医師は50歳 台後半,毅 然 とした科学的理想主義者であることが,外
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観 か らも フ ィ リ ップ との対 話 の 内容 か らもみ て とれ る。 医 師 は 早 くも,シ ル ヴ
ィア の下 肢 麻 痺 は心 理 的 な もの で あ る こ と,そ して そ れ らが 何 らか の 「恐 怖 」
に 原 因す る と推 測 す る。 この 劇 全 体 を貫 通 す る主 題 の提 起 で あ る。
主 と して ハ イマ ン医師 に よる この 「恐怖 」 の追 究 と解 明へ の努 力 が この劇 の
主 筋 を なす の で あ るが,こ の場 で は さ りげ な く ドイ ツの現 状 が 男 た ち の話 題 と
な る。
ハ イ マ ン:私 は こ の ア ドル フ ・ヒ ッ トラーが 騒 ぎの 元 だ と思 い ます よ。 新
聞 で彼 の こ とを読 ん だ で し ょう?
ジ ェルノミー グ:え え,で も大 して読 んで は い ませ ん。 普 通 の 場 所 で 十 時 間
や 十 一 時 間働 くん です 。
ハ イマ ン:こ の 一 週 間 ベ ル リンで は ユ ダ ヤ人 の 店 を 叩 き壊 してい ま した。
ジ ェル バ ー グ:え え,昨 日 も新 聞 で そ れ を 見 ま した よ。 くの
ハ イ マ ン:困 った も んで す 。 老 人 に歯 ブ ラシ で舗 道 を 擦 らせ るん で す 。
そ して ハ イ マ ンは,オ ー ス トリア)'YY1...侵攻 し次 に チ ェ コス ロヴ ァキ アを,そ し
て ポ ー ラ ン ドを狙 うナ チ ス を 「ドイ ッを 乗 っ取 った 野蛮 な 狂 信 者 た ち 」 と 罵
る。 ハ イ マ ンはハ イデ ル ベ ル クで博 士 号 を取 り,音 楽 を 愛 し魅 惑 的 な 声 で 合 唱
しな が ら通 りを歌 っ て歩 く学 生 た ち と,そ の歌 に拍 手 を 送 った 民衆 の 記 憶 を 消
す こ とが で き な い。 そ して,、そ の 愛 す べ き ドイ ツ人 と,今 新 聞 紙 上 で 伝 え られ
る非 道 な ナ チ ス との ギ ャ ップが 信 じ られ な い の だ 。 この あた り,『 ヴ イ シ ー で
ので き ご と』 の フ ォ ン ・ベ ル クの ドイ ツ人 観 を 想起 さ せ られ る。
ナ チ スに よ る老 人 迫 害 に 胸 を傷 め る ジ ェルバ ー グ もハ イマ ン も共 に ユ ダ ヤ人
で あ る。 非 ユ ダ ヤ人 の 妻 を 持 つ ハ イマ ン と違 っ て,ジ ェル バ ー グの 妻 も また ユ
ダヤ人 で あ る。 ジ ェル バ ー グ 自身,格 式 あ る ウ ォー ル街 の銀 行 で ワス プ の 中 の
た だ ひ と りの ユ ダ ヤ人 重 役 として 働 い て い る。 彼 の誇 りは,陸 軍 で た だ ひ と り
の ユ ダヤ人 将 校 とな りそ うな息 子 ジ ェ ロー ムで,息 子 は マ ッカ ーサ ー の ス タ ッ
フ として 将 軍 か ら友 好 的 な言 葉 を掛 け て 貰 え る とい うよ うな手 紙 を,息 子 か ら
受 け取 る こ と も彼 の 喜 び で あ る。
これ らの こ とか ら,ユ ダヤ 人 が ア メ リカ社 会 で人 並 み の 地 位 に登 る に は い か
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に努 力 と幸 運 を 必要 とす る かが 窺 え る と同 時 に,裏 返 せ ば彼 らの イ ンフ ェ リオ
リテ ィ ・コ ン プ レッ クス の激 しさ も また 知 る こ とが で き よ う
。
(3)
一 幕 一場 に 出現 す る主 題 と して も うひ とつ 重 要 な もの が あ る
。 そ れ は シル ヴ
ィアの 麻 痺 の 原 因 と して推 測 され 得 る性 的 な問 題 で あ る。 シル ヴ ィア夫 妻 の 性
的 不 能,性 的 不 満 は ハ イマ ンの 口か らの質 問 の 形 で の み 出 され るが ,こ れ が 大
き く取 り上 げ られ る の は第 二 幕 に入 って か らで あ る。
この 長大 な一 幕 一 場 に続 い て,一 幕 二 場 で は全 く同 じ問 題 が 当 の シル ヴ ィア
とそ の妹 ハ リエ ッ トの対 話 を 通 じて 開陳 され る。 車 椅 子 に 座 って新 聞 を読 む シ
ル ヴ ィア の 目に は,眼 前 に な い ものが 映 っ てい る 新 聞 に載 った写 真 か ら
,
彼 女 は ベル リ ンの 街 角 で 舗道 を歯 ブ ラシ で掃 除 して い る ユ ダ ヤ の 老 人 に 重 ね
て,自 分 の 祖 父 の 姿 を 見 て い る ので あ る。 や が て 帰 宅 した フ ィ リップ と の夫 婦
の 会 話 も,出 世 の 見込 み あ る息 子 か ら来 た 手 紙 に つ い て の話 題 も含 め て ,噛 み
合 わ な い。 な に もの か に脅 え,夫 の 励 ま しに も答 え る こ とので き ない 妻 に,フ
ィ リップ は怒 りを爆 発 させ る。
一 幕 三 場 は
,同 じシル ヴ ィア の病 変 に つ い て妹 ハ リエ ッ トが ハ イマ ン医 師 に
話 す 場 面 であ る。 語 られ る内 容 は殆 ど同 じだ が,視 点 が 異 な る こ とに よ り,状
況 に は また 違 った 角 度 か ら光 が 当 て られ る こ とに な る。 ま る で 芥 川 の 『藪 の
中 』 だ が,ヒ ロイ ン ・シル ヴ ィア の妹 ハ リエ ッ トの 明 かす ジ ェルバ ー グ夫 妻 の
結 婚 生 活 の 真 実 は 恐 ろ しい ものだ った 。 そ れ は ひ とつ に は 家族 を支}xた フ ィ リ
ップ ・ジ ェル バ ー グの激 しい性 格 と粗 暴 な行 動 で あ り,更 に彼 の暴 力 の 原 因 は
性 的 不能 の コ ンプ レッ クスだ と,ハ リエ ッ トは 仄 め かす の であ った 。 彼 女 らの
母 と妻 シル ヴ ィア に暴 力 を振 る った あ と フ ィ リップ は部 屋 の片 隅 に 静 か に 坐
り,妻 を崇 拝 の眼 差 しで見 つ め る。 ハ リエ ッ トはそ ん な彼 の表 情 を 「心 も潰 れ
(5)
る」 と表 現 して い る。
一 幕 四場 は一 転 フ ィ リ
ップの 上 司 ス タ ン トン ・ケ ース の 事 務所 で あ る。 絶 好




ブの別館 として改修しようとするケースに,ジ ェルノミーグはその付近か らのワ
ナメーカー百貨店の移転または撤退を見込んで,企 業のこの計画の阻止を進言
する。この時点ではジェルバーグの仕事上の読み違いはまだ トラブルとしては




楽しみを語 り,ド イツの森のようなオーシャン ・パークの楓の木のアーチの下
を騎乗す るのは詩のようだ,と リラックスして話す。そんな医師に心を開 くシ
ルヴィアは,促 されてハイマンに対する恋心を打ち明け,ま た自分の心を捉>x
る恐怖の実体を見据えようとする。彼女が認識するのはユダヤ人を迫害するナ
チへの恐怖と憎悪だが,ハ イマンは,ナ チスではな く夫フィリップに抱 く恐怖
と嫌悪を指摘し,こ こに ミラー劇のテーマであるホロコース トの悲惨 と家族 ・
夫婦の愛憎の問題が一つにつながる。幕切れ,ハ イマンが退場したあ とシル ヴ









でもいいたい真相糾明の話 し合いで,浮 かび上がって くるのは夫婦間の性交渉
をシルヴィアが全 くなかったこととして意識していないとい うことである。こ
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れ に 続 く短 い二 場 で は再 びハ リエ ッ トが ハ イ マ ン)'Y`厂姉 は 貴 方 を愛 して い る」
と明 言す る。 次 に ス タ ン トン ・ケー ス の事 務 所 で の二 つ の 場 面 で は,す で に プ
ロ ー ドウ ェイ611番 地 に 関す る ジ ェルバ ー グ の見 込 み 違 い が 明 らか に な り,会
社 に損 害 を与 えた こ と を彼 は 負 い 目に思 わ なけ れ ば な らな い立 場 に い る。 三 場
です で に仄 めか され てい る ジ ェルバ ー グ の心 臓 の不 調 は,五 場 で ケ ー ス の信 用
を全 く失 った と悟 る場 面 で 破 局 に到 る。 最 も重 要 なの は,車 椅 子 の シ ル ヴ ィア
とハ イ マ ンが 対 決 す る四 場 と,六 場 の心 臓 発 作 に 倒 れ て床 に臥 す ジ ェル ・ミー グ
と反 対 に麻 痺 を 脱 した シル ヴ ィア をめ ぐる大 団 円で あ る。
四場 で は,下 肢 麻 痺 は まだ癒 え ない なが ら,シ ル ヴ ィア は エ デ ィ ・カ ンタ ー
の歌 を ラ ジオ で 聞 き なが ら リラ ッ クス した 気 分 で い る。往 診 に 訪 れ た ハ イ`7ン
に彼 女 は幼 か った 頃 の 記 憶 を語 る。 これ に は,今 は 建 て詰 ま った ブル ック リ ン
で野 菜 の苗 を植 えな が ら述懐 す る ウ ィ リー ・ロ ーマ ンの涙 ぐま しい 追 想 と一・脈
相 通 じ る もの が あ る。
ハ イマ ン:子 供 に と って は天 国 だ った 。
シル ヴ ィア:知 って ます 。:.近 い八 百 屋 さん は チ ャ ーチ ・ア ヴ ェ ニ ュー
を何 マ イ ル も行 った と ころ だ っ たわ 。 私 達 馬 鈴薯 を50ポ ン ドの袋
で 買 った もの よ。 女 の人 た ち は パ ンを焼 き ジ ェ リー を作 り トマ ト
を 庭 で育 てた の よ。
ハ イ マ ン:イ タ リー人 が 空 き地 に トマ トと ピー マ ンを植}xた の を覚 え て い
る?
シル ヴ ィア:え え!あ そ この お ば あ さ んた ち はサ ラダ にす る野 菜 を 摘 み に
出 て きた わ 。
ハ イマ ン:そ れ か らタ ンポ ポ酒 だ 。
シル ヴ ィア:ブ ル ック リンは本 当 に 美 しか った わ ね。 あ の頃 人kは 今 よ り
も っ と幸 せ だ った と思 うわ 。 母 は ポ ーチ に立 って 私達 が遠 くの学
校 に 行 くの を 見 る ことが 出 来 た わ 。 き っ と1マ イル もあ った 開 け
た 野 原越 しに ね。 そ して 私 は三 人 の妹 達 の後 を 追 い掛 け な くて済
む よ うに,あ の子 た ち の 周 りに綱 を結 んだ もの だ ったわ 。
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こんな牧歌的な昔のブル ックリンから,シ ルヴィアの夜毎見る夢は何 と隔た
っていることだろう。彼女の夢では全てが灰色で,大 勢の群衆が一箇所に詰め
こまれていて,「 彼 ら」が彼女を襲い始める。その ドイッ人たちから漸 く逃れ
たとき彼女を押し倒す男,そ れがフィリップだ とシルヴィアは言う。
第一幕でフィリップがハイマンに打ち明けた話一 夫が妻と交渉を持 ったと
き妻はそれを覚%..ていなかったとい う報告は,シ ルヴィアの告白で偽 りと分か
る。若い日,夫 の不能を父に話し,父 が夫に治療を勧めたため夫は怒 り,そ れ
以来没交渉がつづいたということ,夫 の不能 と妻の不満が深層において妻の恐
怖を醸成し,そ の恐れの対象が夫か らドイッ人へ,ま たその逆へと錯綜 してい
ることが四場から知られる。

















層の血がそれに鋭 く反応 した。 「ユダヤ人はユダヤ人の顔だわ」シルヴィアが
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夫 に突 き付 け た,彼 らの 動 か し よ うもな い宿 命 で あ る。
彼 らは ユ ダヤ人 で あ る こ とを誇 りに 思 う反 面,内 心 激 し く憎 み 続 け た。 商 店
の ガ ラス と共 に,彼 らの人 間 として の矜 持 は 打 ち砕 かれ た 。 自我 と民族 の ア イ
デ ンテ ィテ ィは地 に まみ れ た。 愛 を 見失 っ た夫 婦 に とって この ア イ デ ンテ ィテ
ィの 喪 失 は致 命 的 で あ る。 破 局 はす ぐ間近 に 見 え てい る。 しか し医師 を愛 し始
め た 妻 の心 に癒 しが 訪 れ る。 す っか り萎 え た妻 の脚 に力 が蘇 り始 め る。
最 後 の第 六 場 で は,心 臓 発 作 を 起 こ して倒 れ た後 病 院 か ら無理 や り帰 宅 した
ジ ェルバ ー グ を ハ イ マ ンが 診 察 して い る。 ジ ェルバ ー グの 心 を ま ず 占 め る の
は,会 社 へ の裏 切 りと して不 当 に も非 難 を受 け てい る仕 事 の こ と,そ して 自分
を 恐 れ て い る と思 わ れ る妻 の こ とで あ る。 第 四場 で,ハ イマ ンを 見 る シル ヴ ィ
ア の 目の な かに 愛 を 見 て とった 夫 は,ハ イ マ ンに妻 との 情 事 を 問 い ただ しさ え
す る が,ハ イ マ ンはあ くまで 道 徳 的,紳 士 的 で,ジ ェル バ ー グに対 す る友 情 に
満 ち て い る。
ジ ェルノミー グ は新 婚 の あ る一 日を思 い 出す 。
モ ー ゼ の よ うな ユ ダ ヤ人 で 一 杯 の 街 路 で,私 はた い へ ん 寛 ぎ,幸 せ だ っ
(s>
た。
陽 の照 った 美 しい 日,丸 一 日休 暇 を取 って ベ ッ ドを 買 い ソー ダ とア イス ク リ
ー ムを 飽 食 し
,鍋 と シ ー ツ,毛 布 と枕 カ ヴ ァーを 買 った。 妻 が 通 る と大 道 商 人
た ち は皆 振 り返 って 彼 女 を 見 た … … これ も ミラ ー作 品 の な か で時 々遭 遇 す る心
に残 る叙 情 的 な 回 想 の 一 シ ー ンで あ る。
ジ ェル バ ー グが 再 び ユ ダヤ 人迫 害 に 話 題 を 移 し,「 彼 らは私 達 を 破 滅 させ は
(9>しな
い 。 最 後 の ユ ダヤ 人 が 死 ぬ とき,世 界 の 光 は 消 え る のだ 」 とカ リス マ 的 な
信 念 を歌 い 上 げ る と き,ハ イマ ンは も っ とず っ と冷 静 で シ ニ カル で あ る。
私 の 診 療 所 に は 様kな 人 間が や って くるが,そ の 中 の誰 ひ と りと して な
ん らか の 形 で 迫 害 を 受 け て い ない もの は な い 。貧 しい者 は富 め る者 に,富
め る者 は 貧 しい 者 に,黒 人 は 白人 に,白 人 は黒 人 に,男 は 女 に,女 は 男
に,カ トリ ックは プ ロテ ス タ ン トに,プ ロテ ス タ ン トは カ トリ ックに,そ
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して勿 論 彼 らの全 て は ユ ダヤ 人 に 。
そ して全 ヨーuッ パ の人kを 虐 げ て い る と思わ れて い る ヒ トラー も,ハ イマ
ンに よれ ば完 全 に虐 げ られ た 人 間 で,そ の解 決 は鏡 以 外 に は な い,と い うの で
あ署1融 であって購 に対齣 コンプレ。クス蝣 つ ヒトラーも,鏡 噸 を
写して内省する必要があるというのか,あ るいはヒトラーの他を虐げる生活信
条を左右逆に鏡に写して,他 動 と受動の座標を逆転させようとい ういのか。近







ヴィアの助けを求め,そ れを果たしたシル ヴィアは,突 然活力が 自分の脚に蘇







際,や はりフィリップの回復によるシル ヴィアとの愛の達成,そ してそれによ
るヒューマニス ト・ハイマン夫妻の健全な社会生活への貢献に他ならない。シ
ルヴィアの麻痺にこそ癒しは訪れたが,フ ィリップの生死は保証されてはいな
い。劇の終わ りはどこまでもテンタティヴでペ ンディングである。 しかし少な
くともこの劇の経過を辿って,問 題は闇から明るみに出た。人の精神の暗部は
解明され,無 意識は意識に,不 条理は理性に啓かれた。ベル リンの路上に砕け
散ったユダヤ人の人権が回復されるには幾世紀をも要するかも知れない。が,
たとえ対象が夫以外の男性であったにもせよ,シ ルヴィアの自我 が愛 に 目覚
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め,そ の 意 識 に よ る過 去 の 掘 り起 こ し が 人 間 性 の 暗 黒 部 の 直 視 と 治 癒 に 発 展 し
て ゆ く可 能 性 を,こ の 結 末 は 暗 示 し て い る と 思 わ れ る 。
リア リズ ム に 徹 した こ の 劇 は,後 半 ミ ラ ー が 最 も 得 意 と し た デ ィ ス カ ッ シ ョ
ン ・ ド ラ マ の 線 で 精 彩 を 放 っ て 行 く。 そ し て ミラ ー 独 自 の モ ラ ル も太 い 背 骨 と
な っ て 通 っ て い る 。 ナ チ ス の 跳 梁 と い う素 材 か ら56年 経 っ た こ の 劇 の ,今 な お
斬 新 な 主 題 の 重 み に 偈 采 した 世 間 か ら,厂 あ な た は 満 足 か,あ る い は 更 に 変 化
は 成 る の か 」 と 問 わ れ,50年 の 経 験 を 経 た 劇 作 家 は 答 え た と い う。
要 は,船 が と も と へ さ き,両 側 と 甲板 を 持 っ て い る か と い う こ と だ 。 だ
か ら,船 を 水 に お ろ し な さ い 。 そ うす れ ぽ 船 は あ と か た も な く沈 む か ,で
(13)な け れ ば 浮
か ぶ か の ど ち ら か な の だ 。
86歳 を 迎 え た ア ー サ ー ・ ミ ラ ー の,自 然 体 に し て よ く人 生 の 機 微 を 捉 え た そ
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